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TDKでは、独自に定めたグリーン購入基準に基づき、取引

先企業の環境管理状況の調査と、購入資材に対する調

査を実施しています。�

企業の環境管理の調査については「企業体質基準」によ

り、下記の実施状況について調査しています。�

（1）ISO14001の認証取得状況をはじめとする�

      環境マネジメント管理�

（2）大気、水質、土壌の環境汚染管理ならびに�

      廃棄物管理�

（3）クリーンな生産、クリーンな製品創出のため、国内外�

      の法規制を取り込んだ全製品共通の化学物質管理�

（4）情報公開、教育・啓蒙活動�

また、購入資材に対する調査については「製品基準」を定

め、下記について調査しています。�

（1）製品に含有されている化学物質の管理�

（2）省資源、省エネルギーの管理�

（3）リサイクル、分解・分別に関する管理�

（4）梱包材の化学物質管理、回収、再使用についての�

      管理等�

2000年度は購入金額の大きい取引先企業300社（金額

で全体の約8割）に対して、企業の環境管理の調査を行い

ました。�

事務用購入品のグリーン購入�

よりきめ細かな管理を実施�

TDKでは、各事業所に廃棄物削減、再資源化の推進組

織を設置。廃棄物の項目別発生量・処理費用の管理・把握・

対策等、廃棄物処理法の改正によるマニフェスト（産業廃

棄物管理表）管理、リデュース・リユース・リサイクルの3R

をふまえての廃棄物の発生抑制・減量化・再使用・再資源

化を推進しています。� 廃棄物の総排出量削減�

TDKでは、廃棄物の総排出量についても2004年3月まで

に1994年度比10%削減することを目標としています。

2000年度の廃棄物の総排出量は1994年度比5.6％削減

の54,591トンでした。�

2000年度の廃棄物処理業者委託量の削減状況�

2000年度は廃棄物処理業者委託量をTDK本体事業所

で1994年度比60％削減、国内連結会社で1997年度比

30％削減することを目標に取り組みました。その結果、本

体事業所は67.2％削減となり、削減目標を達成しましたが、

国内連結会社は、生産のシフト等の原因で20.1％増となり、

削減目標に対し未達成でした。また、2000年度の廃棄物

処理業者委託量は前年度比4,206トン減の13,562トンで

した。廃棄物処理業者委託量の内訳は、廃油・汚泥・廃プ

ラスチック・廃酸の順となっており、この4つの廃棄物で84

％を占めております。�

2001年度の廃棄物処理業者委託量の削減目標�

2001年度は廃棄物処理業者委託量をTDK本体事業所

で1994年度比75％削減、国内連結会社で1997年度比

55％削減することを目標としでいます。2004年3月に廃棄

物処理業者委託量を0にすることが最終目標です。�

購入資材の調査�

取引先企業の調査�
本社資材部門が主幹となり実施　・調査の重複回避　・全社共通の評価実施�

�

これまで一般的な事務用品については、購入部門が環境

に配慮した製品のカタログを用意し、その中から優先的に

購入していました。今後はこうした取り組みを全社共通の

基準でさらに推進し、日常業務から生じる環境負荷を低減

させることを目標として2001年3月に「TDKグリーン購入ガ

イド（オフィス編）」を発行しました。�

従業員が使用している�
TDK手帳は100％再生�
紙を使用しています。�

TDKグリーン購入ガイド�
（オフィス編）�

三隈川工場で使用している�
再生紙使用品�

廃棄物処理業者委託量の内訳 （2000年度実績）�

廃油 35％�

汚泥 23％�

廃プラスチック�

14％�

廃酸 12％�

その他 16％�

廃棄物処理業者委託量と総排出量の推移�
（TDK本体および国内連結会社の生産拠点、開発拠点における実績集計）�
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品質（Q）価格（C）納期（D）とあわせ、取引先を総合的に評価�
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環境面の評価:A�

�
社内ネットワークを活用し�

全社で利用�
�

取引先�

本社資材部門�
年間取引額を考慮し調査対象を決定�

�

④利用�A事業部�
資材部門�

B事業部�
資材部門�

C事業部�
資材部門�

事業部資材より�
取引先情報を入手する�

企業体質�
データベース�

�

②回答�①調査�

�
③評価、登録�

廃棄物量と概略処理フロー�

（A）=（B）+（C）+{（D）-（E）}

総排出量（A）� 社内外再資源化量（B）�

社内中間処理残さ量（E）�

社内中間処理量（D）�

産業廃棄物処理業者委託量�
（C）�

社内ネットワークを活用し�
全社で利用�

�

取引先�

A事業部�
技術、生産部門�

登録・利用�

A事業部�
資材部門�

B事業部�
資材部門�

C事業部�
資材部門�

製品�
データベース�

�

⑤利用�

�

③回答�②調査�

�

①調査依頼�

�

④登録�

事業部単位で運用　・調査時間の短縮　・業務分担の分散�
データーベースは全社の調査結果を登録　・調査の重複回避　・製品選択の幅を拡大�
�
�

接着剤�

　ケース�
フィルム�

コネクター�
社名：○○社�

品名：CN-X�

回答結果開示�

廃棄物置場（メディアテック）�


